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1,は じめに

一般的 に
,生 物が持 つ様 々な形態や行動,生 活史は,そ れ ぞれの生物 の生 息環境へ

の適応 である と考 えられる。 ある生物 についての理解 を深 める上で,そ の生物体 その

ものに加 えて,そ の種 と環境 との相互作用(生 態)に まで知識 を広げ るこ とが重要 で

あ り,小 学校 ・中学校 の理科の生物分野 においても,小 学校第3学 年 「身 の回 りの生

物」,第4学 年 「季節 と生物」,第6学 年 「生物 と環境 」,中 学校理科第2分 野 「(7)

自然 と人 間(ア)生 物 と環境」な ど,生 物 と生息環境の関係 が継続的に取 り扱 われ てい

る(文 部科学省,2017a,b)。

これまでの教育現場においては,主 に小学校生活科において,地 図 を作成す る グル

L-一…プ活動 が取 り入れ られている(本 松 ・氷見山
,2002)が,理 科生物分野においても

同様 の活動 を導入す ることの意義は大 きい。既存の地図(地 形 図や土地利用 図,航 空

写真 な ど)は 環境の情報を含んでお り,そ の掲載範囲で生物観察 を行 うことで,観 察

結果 と環境 を関連付 けて考察す ることができ る。また,そ の よ うな情報 が無 くとも,

地図を作成す ることで,自 身が観察 して得た情報 と観 察場所 を紐付 けて記録 し,関 連

づ けることがで きる。 身近 な学校 内や地域の 自然 を活用 し,こ のよ うな学習活動 を行

うことは,児 童生徒の興味 ・関心を高める うえで有効であ ると考え られ る。

近年 のICTの 発達,教 育現場への導入によ り,従 来型の模 造紙 を用いた地 図作成活

動 に加 えて,GIGA端 末(文 部科学省,2020)等 の可搬 性の高い個人端 を用いて,Google

マ ップ等 のクラウ ド型 の地理情報システ ム(GIS)に ア クセス し,イ ンタラクテ ィブ

に地図作成 を行 うグループ活動が可能 とな りつつあると考 え られる。 しか しなが ら,

ICTを 用いた地図作成活動の実践報告 は少ない(竹 下ほか,2018)。

本研 究では,デ ジタル地図作成活動 を取 り入れ た理科の授業の開発 を 目指す。京都

教育大学藤森 キャンパス内をグループで探索 ・観察 し,「 面 白い と感 じた 自然の事物」

の生態写真 の撮影,グ ループでのデジタル地図作成,完 成 した地図の発表 を行 う授 業

を開発 し,京 都教育大学学部生お よび京都市所属の現役小学校教員 に対 して実践 を行

った。実践終了後に5件 法お よび 自由記述欄 か らな るアンケー トを実施 し,分 析 を行
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い,ICTを 導入した地図作成活動が実現可能であるかどうか,ま た効果的に学習が可

能であるかどうかを評価 した。

1.材 料 と方法

GIGA端 末相 当の通信端末 として,京 都教育大学情報処理セ ンター所有の ラップ ト

ップPC(Lenovo社 製ThinkPadYoga370)を 使用 した。同機種 はWindows10Pro,

IntelCore-i37100UCPUお よび8GBメ モ リを搭載 し,タ ッチパネル,内 臓充電式 ア

クテ ィブスタイ ラスを備 えてお り,GIGAス クール構想で想定 される端末 と同等 の能

力 を備 えてい る。 しか しなが ら,同 機種 はGIGA端 末が有す る背面カメラを搭載 して

いないため,別 途,生 態写真撮影用のデ ジタルカ メラ(OlympusTG-5)を 利用 した。

観察活動 は京都教 育大学藤森キ ャンパ スで実施 した。同 キャンパスは,京 都市伏 見

区深草藤 森町に位置 し,14万 ㎡の広 さを持 ち,800種 以上 の植物(土 倉 ほか,1983)

な ど様々な生物が生烏、してい る。

皿.大 学生 を対象 と した実践

1.実 践の手順

京都教育大学で理科 系を専攻す る1回 生 を対象 とした実 践を行 った。対象者41名

を4グ ループに分割 し,そ れぞれ2021年7月5日,12日,15日,29日 の4限(14:35

～16:05)に 授業を実施 した。各回では,参 加者 を3班 に分 け,3～4人 グループ で活

動 した。

事前に指導者が演示す るためのマ ップ(演 示用マ ップ),各 班が記入 ・発表す るため

の 白紙マ ップ(記 入 用マ ップ),発 表終了後 に各班のマ ップ を統合す るためのマ ップ(統

合用マ ップ)を 準備 し,適 宜各班に配信 ・提示 した。 また,班 あた り1台 の ラップ ト

ップPCと 人数 分のデジタル カメラを準備 した。

実践は表1の 流れ で行い,授 業後 に以下のアンケー トを実施 した。なお,五 件 法で

の設問 を(*)印 で示す。

・この授業は ,自 分に とって面 白かった*

・この授業 は,自 分に とってた めになった*

・この授業か ら,生 物 と環境 を合わせ て とらえることができた*

・何か所 くらいで写真を撮影 しま したか

・あなたのコンテ ンツは ,マ ップ上に何 か所 あ ります か?

・この授業 は,教 師の立場 で面 白かった*
・この授業 は,教 師の立場 でためになった*

・この よ うな授業 は,子 供 たちに行 う価値 がある*

・地図づ くり活動 にICTは 有効で あった*

・Googleマ イマ ップの使用 には価値 がある*

・Googleマ イマ ップ を自分 で使用 してみたい*

・本 日の活動 の中で,ど の よ うなこ とが印象 に残 ってい るか記入 して くだ さい

・本 日の活動 の中で,ど の よ うなこ とを頑張ったか記入 して くだ さい

・本 日の活動 の感想等 を自由に記述 して くだ さい

一90一



表1大 学生に対する実践の手順

時間帯 参加者の活動 指導者の活動

導入 授業 目的を説明 し,Googleマ イ マ ップの機能をプ

ロジェクター を用いて演示 した。

Googleマ イ マ ツ プ マップの編集法を演示 し,各 班にも編集させた。

の編集方法の習得

開始～30分 共同編集機能を知る 編集内容を他班と共有する方法を示し実践させた。

野外活動の準備 野外活動の諸注意に加えて,各 班自由なルー トで,

生物に関係するものならば何を対象としても良い

ことを伝 えた。

野外活動 適宜巡回 し,ど のよ うに観察 しているのか,困 った

30分 ～90分 (探索 ・観察 ・撮影) 点を聞くなど支援 した。

班ごとでマップ作成 編集作業を支援 した。ランドマークへの解説の追加

90分 ～150分 やルー ト記入 について も,示 唆 した。

各班による発表 各班のマップをプロジェクターで投影 し,班 員に紹

(マ ップの紹介) 介 させた。

150分 ～180分 成果物の作成 各班のマップを成果統合用マイマップに統合する

ことで完成 させ,提 示 した。

振 り返 り 事後アンケー トを記入させた。

2.実 践の結果

180分 間の活動の中で,す べて の班が地図 を作成 ・発表す ることができた(図1)。

野外活動では班 あた り平均16.6枚(最 小4一最大30)の 写真 が撮影 された(図2)。 地

図作成では,12班 中11班 が10か 所以上のラン ドマー クを作成 し,12班 中9班 が半

数以上の ラン ドマー クで文章 による解説 を加 えてい た。

アンケー ト(有 効回答数41)の うち,授 業 の満足度に関す る設 問 「この授業は,自

分 に とって面 白かった」,「この授業 は,自 分に とってためになった」 「この授業か ら,

生物 と環境 を合 わせて とらえるこ とができた」で は,そ れ ぞれ肯定的な回答が87.8%,

75.6%,73.2%と,満 足度 が高かった。
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図1受 講者が作成したデジタルマップの例
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図2受 講者が撮影 した生態写真の例,(a)マ メ コガネの交尾,(b)シ オ カラ トンボのオス

アンケー トの うち,授 業へ の導入について の設問 「この授 業は,教 師の立場 で面 白

かった」,「この授業は,教 師 の立場でた めになった」,「この よ うな授業 は,子 供 たち

に行 う価値 がある」で は,そ れぞれ肯定的な回答 が68.3%,85.4%,80.5%を 占め,

多 くの受講者 が導入価値 を感 じていた。

アンケー トの うちICT導 入の効果につい ての設問 「地図づ く り活動にICTは 有効

であった」,「Googleマ イマ ップの使用に は価値が ある」,「Googleマ イマ ップを 自分

で使用 してみたい」では,そ れぞれ肯定的な回答が92.7%,90.2%,73.2%を 占めた。
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アンケー トの 自由記述で は,92.7%の 回答者が野外 での観察活動について言及 して

いた一方,マ ップ作成 について言及 したのは43.9%,ICT活 用について述べた回答者

は46.3%に 留まった。

N.小 学校教員 を対象 とした実践

1.実 践の手順

2021年8月6日 に小学校教員20名 に対 して実践を行 った。参加者は2グ ループに

分 け,グ ルー プ内で も3班 に分割 し3人 程度,計6班 で活動 を実施 した。実践の流れ

は,皿 で述べた もの と同様で あるが,時 間的制約のため,野 外活動の時間 を20分 間,

マ ップ作成 と発表 の時間をあわせ て30分 間に短縮 して実施 した。また次 のよ うな設

問で事後ア ンケー トを実施 した。 なお,五 件法での設 問を(*)印 で示す。

・この授業は ,自 分 に とって面 白かった*

・この授業は ,自 分 に とってためになった*

・この授業か ら,生 物 と環境 を合 わせ て とらえることができた*

・この授業は ,教 師の立場で面 白かった*

・この授業は ,教 師の立場 でた めになった*

・このよ うな授 業は ,子 供 たちに行 う価値 がある*
・地図づ くり活動 を授 業で行 った ことがあ るか

・地図づ くり活 動にICTは 有効で あった*

・Googleマ イマ ップの使用 には価値 があ る*

・Googleマ イマ ップを 自分 で使 用 してみたい*

・過去に どんな地図づ く り活動 を授業で行 ったか

・ICTで マ ップを作成 した ら面 白そ うな題材 があれば教 えて くだ さい

・本 日の活動 の感想等 を自由に記述 して くだ さい

2.実 践の結 果

80分 間の活動の 中で,す べての班が地図 を作成 し発表す ることが可能で あった。野

外活動では班 あた り平均3.5枚(最 小2・最大4)の 写真が撮影 された。地図作成では,

6班 中5班 が3か 所以 上のラン ドマークを作成 し,6班 中3班 が ラン ドマー クに文章

に よる解説を加 えていた。

アンケー ト回答者(有 効 回答数20)の うち,85.0%が 地 図作成 の経験があった。

本授業の満 足度 に関す る設問 「この授業 は,自 分に とって面 白かった」,「この授業

は,自 分に とってため になった」「この授業 か ら,生 物 と環境 を合 わせて とらえること

ができた」では,そ れ ぞれ肯定的な回答 が90.0%,90.0%,60.0%で あった。

ア ンケー トの うち,授 業への導入 についての設 問 「この授 業は,教 師の立場で面 白

かった」,「この授 業は,教 師の立場でためになった」,「この よ うな授業は,子 供た ち

に行 う価値 がある」では,そ れぞれ肯 定的な回答 が75.0%,75.0%,85.0%を 占め,

多 くの受講者 が導入価値があ ると考 えていた。
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アンケー トの うちICT導 入 の効果 についての設問 「地図づ くり活動 にICTは 有効

であった」,「Googleマ イマ ップの使用 には価値がある」,「Googleマ イマ ップを 自分

で使用 してみ たい」では,そ れぞれ肯定的な回答 が80.0%,55.0%,60.0%を 占めた。

自由記述で は 「楽 しく効果的である」「実際の授業で活用 できそ う」とい う肯定的な

評価がある一方で,「 児童 には複雑で難 しそ う」 「GoogleWorkspaceの ない環境 のた

め使 えるか どうか わか らない」「教 育用途 に開発 されていないため活用が難 しい 」の よ

うな,実 践的 な懸念事項 に関す る記述 もみ られた。また,他 教科への導入 に関す る記

述 も多 く見 られた。

V.考 察

本研究では,GIGA端 末を活用す ることを想定 して,既 存のWebサ ー ビスであ る

Googleマ イマ ップを活用 した生物 地図作成活動 を,学 士課程 の学生お よび現職 の小学

校教員 に対 して実施 した。いずれの対象者 に対す る実践 で も充実七た成果物 が得 られ

たこと,い ずれ の対象者へのアンケー トで も授業の満足度 も高 く,ICTを 用 いた地図

づ く り活動 の価値 が認 められていた ことか ら,本 研 究で開発 した授業の有効性 が示 さ

れた。

特筆すべ き点 として,ア ンケー トの うちICT導 入 の効果 についての設 問 「Google

マイマ ップの使用 には価値が ある」,「Googleマ イマ ップ を自分 で使用 してみたい」は,

大学生 と小学校教員 の間で異なる結果 が得 られた。 この原 因はアンケー トの 自由記述

にもあるように,前 者の環境 にGoogleWorkspaceが 導入 され てい る一方,後 者 の環

境では未導入 であ ることに起因す るとも考 えられ るが,さ らな る精査が必要 である。

また,本 研究 においてはデジタルマ ップを作製 したものの,成 果物を学習者 が活用

し,学 習を深 める ような授業には至 っていない。今後 に向けて,理 科 ・生物以外 の教

科 ・活動 にも対象 を広げつつ,野 外 でのデジタルマ ップ活用についての方法 開発 が必

要である。
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